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はじめに 

昨年の鳥取県公衆衛生学会に於いて、胃がん検診で使用する造影剤（バリウム）について、そ

の変遷とそれに伴う要精検率の推移を報告したが、今回、２報として要精検率のほかに、精検受

診率、胃がん発見率、早期がん率、陽性反応適中度について追加解析を行ったので報告する。 

 

方法 

１、当事業団が平成１３年度から平成２２年度までの１０年間に実施した地域検診の胃がん検診

を対象に、要精検率、精検受診率、胃がん発見率、早期がん率、陽性反応適中度を集計した。 

 
 

２、１０年間の造影剤の移行状況により、以下の表のとおりグループ分けを行ない、それぞれの

グループごとに検診成績を集計した。 

 



 

 

結果 

① 要精検率は、各次期の間に有意差が認められ、要精検率の低下が認められた。 

② 精検受診率は、近年の４次期が最も低くバリウムの変更に伴う有意な改善は見られなかった。 

③ 胃がん発見率は、各次期の間に有意差は認められず、バリウムの変更に伴う有意な改善は見

られなかった。 

④ 早期がん率は、各時期の間に有意差は認められず、バリウムの変更に伴う有意な改善は見ら

れなかった。 

⑤ 陽性反応適中度については、ゾル製剤を使用した１次期（１.３９％）と２００W／V％以上

を使用した粉末製剤の３次期（２.０８％）、４次期（２.１９％）において有意差が認められ、

高濃度粉末製剤の方が陽性反応適中度が上がった。 

有意差はなかったものの２次期以降も、バリウムの変更とともに陽性反応適中度は徐々に上

昇傾向にある。 

 

考察 

① 高濃度低粘性バリウムの使用は画質の向上をもたらし、要精検率を低下させることに寄与し

ていたが、精検受診率・胃がん発見率・早期がん率の改善には寄与していなかった。 

要精検率の低下とほぼ変化のない胃がん発見率により、陽性反応適中度は改善され疑陽性が

少なくなり効率のよい精密検査が実施できるように移行している。 

② 造影効果の改善による画像精度の向上が胃がん発見率、早期がん率の向上に結びついていな

い結果については、画像精度に関係するその他の要因となる、撮影機器や撮影技術・技師に

よる読影補助などの検討も必要と考える。また、当事業団では平成２３年度より技師の読影

補助を実施、平成２４年度より胃部 X 線撮影装置が全面デジタル装置に変更され、今後の成

績向上に期待している。 

  


